
トーナメントカレンダー

《アマチュア》

7月20日（土）～21日（日）

7月23日（火）～25日（木）

7月23日（火）～25日（木）

7月25日（木）～26日（金）

7月27日（土）～28日（日）

8月3日（土）～4日（日）

8月7日（水）～9日（金）

《プロ・オープン》

8月2日（金）～4日（日）

NBF第50回全日本シニア選手権

JB文部科学大臣杯 第48回全日本中学選手権

JOCジュニアオリンピックカップ 第48回全日本高校選手権

JB第14回全日本小学生競技大会

THE TEAM FESTIVAL 2024 SUMMER

ABBF第32回四国選手権

U22 7th Fukuoka Summer Cup 2024

大岡産業レディース「THE OPEN」2024

コロナキャットボウル仙台（宮城）

稲沢グランドボウル（愛知）

稲沢グランドボウル（愛知）

稲沢グランドボウル（愛知）

稲沢グランドボウル（愛知）

坂出中央ボウル（香川）

パピオボウル（福岡）

ボウルアロー松原店（大阪）

開催日   大会名　　 　　  開催センター

6月1・2日の両日、福岡県下の3センター（桃園シティボウル／青山エースレーン／折尾
スターレーン）で開催された「第56回BPAJ全国ボウリング競技大会」の優勝チームは以下の
とおり。
・都道県対抗4人チームの部（桃園・青山／52チーム参加）
　広電ボウル（広島）角田雄太郎／細戸千聖／片岡達也／山本智也
・ダブルスの部（折尾／64チーム参加）
　折尾スターレーンC（福岡）松田賢典／山﨑敦史

●第56回BPAJ全国競技大会短信

(公財)JAPAN BOWLING（JB／丹羽秀樹会長）主催の「第57回全日本シニア選手権」が6
月21～23日の3日間、愛知・稲沢グランドボウルに754名のシニアボウラーが参加して開
催され、6部門14種目で優勝が争われた。
女子シニアの部では松本君代選手（奈良）、同マスターズシニアの部では中村邦子選手（石

川）がともに大会新記録で優勝。男子シニアの部では梅田久徳選手（三重）が大会2連覇を達
成し、女子ハイシニアの部では中上佐代子選手（兵庫）が第40回大会女子シニアの部以来の
優勝を飾った（結果の詳細はJBのホームページでご確認ください）。

●JB第57回全日本シニア選手権

(公社)日本プロボウリング協会（JPBA／谷口健会長）が主催し、アイキョーグループ（重
見康浩代表）が特別協賛する新設の公式戦「アイキョーホームプレゼンツ　シニアボウリング
トーナメント2024」が9月5～9日の4日間、千葉県印西市のアイキョーボウルで開催され
ることが決定した。
JPBA男子50歳以上のプロ及びアマが出場資格を有し、計180名の参加を予定。アマの

出場枠はプロのエントリー数によって増減される。なお、予選会等の詳細については6月末
現在で未発表。後日JPBAの公式サイトにてご確認ください。

●アイキョーホームプレゼンツ シニアT/M2024

2024年度第13回定時総会＆懇親会

武田体制が2期目に突入！

「HI-SP/STORMフェスティバル」でPBAプロ4名がレッスン
株式会社ハイ・スポーツ社主催の

「HI-SP/STORMフェスティバル」が6
月8・9の両日、神奈川・川崎グランド
ボウルと京都・MKボウル上賀茂の2会
場で開催された。
今回のフェスティバルには4名の

PBAプロが来日。川崎会場ではマー
ティン・ラーセン＆チャド・マクリー
ン、京都会場ではマット・マクニール＆
フランソワ・ラボアが、STORM社のテ

クニカルスタッフ、ハイ・スポーツ社契
約のJPBAプロらとともにワンポイン
トレッスンを開催し、参加者には
STORM最新ボールが進呈された。
さらに即売会や新製品の発表会・試投
会、センター主催のチャレンジマッチ
も行われ、会場は連日大賑わいだった。

▲京都会場の参加プロ。左から津島健次、M・マク
ニール、F・ラボア、川添奨太、石田万音（8日）

▲京都会場のレッスン風景

▲2期目に入った武田会長（中央）。業界発展のためには、プロアマ各競技団体との相互協力が不可欠だ

(公社)日本ボウリング場協会（BPAJ
／武田竜会長）は6月10日、都内台東区
の東天紅上野本店にて2024年度第13
回定時総会を開催。新たな任期の理事・
監事の選任について、提出された議案
どおりに可決承認され、武田会長（埼
玉）以下、米須義明(沖縄)、黒田信幸（北
海道）、池田恵子（栃木）3副会長の武田
体制が2期目に突入した。
新任の理事は森尚子（徳島）、川添徳

也（長崎）の2名。監事には石川文秀氏

（関東）が就任した。
あいさつに立った武田会長は、混迷

を極める国内外の情勢に触れ「われわれ
を取り巻く環境も良いとは言えない」と
しつつ、「他のスポーツ健康産業や行政
等と連携し、ボウリング業界の発展を
目指していきたい」と抱負を述べた。
また、総会終了後には同所にて懇親
会が催され、総会出席者を中心に業界・
マスコミ関係者ら約80名が参加して和
やかに交歓した。

2024年7月10日発行 〔７〕The Bowling JournalThe Bowling Journal
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QubicaAMF EDGE String（以下
ES）の見学会が6月18日、国内導入3
件目となる奈良県大和郡山市のトドロ
キボウル（2023年12月フルリニュー
アルオープン）にて開催された。
当日はあいにくの天候ながら38名が
参加。県外からの参加者も多数いた。
開会宣言の後、株式会社貴敬の平川
喜恵取締役が導入にあたっての経緯や
ボウラーの反応、利点などをスピーチ。
「マシン裏がメカの一部で少し怖いとこ
ろであったが、ES導入後は単なる通路

Qubica AMF EDGE String見学会 ㏌トドロキボウル

最新機器の安全性の高さに驚きの声

▲マシン裏で実機見学▲参加者にES導入の経緯や利点を説明する平川取
締役

になったこと。まれに起こる解除作業も
簡単で、女性スタッフにとってもメカ裏
は怖いところではなくなりました」と話
していたのが印象的だった。
その後、実際の投球とマシン裏での実
機見学が行われ、参加者からは「心配し
ていた違和感が感じられない」「トラブル
が極めて少ないことを実感できた」「最新
機器の安全性の高さに驚いた」などの感
想が寄せられた。
ES見学会は昨年11月の笹塚ボウルに
次いで2回目。

2024下半期女子出場優先順位決定戦
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順位　　　氏名　　   期別　   12Gトータル　 アベレージ　優先順位
川田　菜摘（56）　2,648　220.66   56
大坪菜摘美（49）　2,614　217.83　57
小池　沙紀（49）　2,614　217.83　58
宮城　鈴菜（42）　2,564　213.66　59
秋吉　夕紀（56）　2,562　213.50　60
川口富美恵（32）　2,546　212.16   61
熊田菜奈海（56）　2,507　208.91　62
渡辺けあき（45）　2,498　208.16　63
竹山　亜希（54）　2,479　206.58　64
野仲　美咲（56）　2,467　205.58　65
内藤真裕実（48）　2,466　205.50　66
新舎菜々美（55）　2,461　205.08　67
安田明香里（56）　2,454　204.50　68
坂野ニイナ（54）　2,454　204.50　69
森　　恵美（55）　2,445　203.75　70
大石　奈緒（45）　2,443　203.58　71
井﨑　寛菜（56）　2,442　203.50　72
溝口　睦実（55）　2,442　203.50　73
小林よしみ（43）　2,438　203.16　74
中野　麻希（55）　2,428　202.33　75
前土佐　澪（51）　2,427　202.25　76
水谷　若菜（50）　2,422　201.83　77
秋山　希望（49）　2,419　201.58　78
中野麻理子（45）　2,418　201.50　79
小泉奈津美（46）　2,416　201.33　80
太　　琳華（56）　2,414　201.16　81
長縄多禧子（21）　2,413　201.08　82
大久保咲桜（50）　2,410　200.83　83
清水　千恵（49）　2,406　200.50　84
髙橋　美穂（50）　2,403　200.25　85

●上位30名成績（164名参加） 6月4日　稲沢グランドボウル


